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ご注意
1. 本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。

2. 当社は、本書に関して特定目的の市場性と適合性に対する保証を含む一切の保証をいたしか
ねます。

3. 当社は、本書の記載事項の誤り、またはマテリアルの提供、性能、使用により発生した損害
については責任を負いかねますのでご了承ください。

4. 本製品パッケージとして提供した本書、CD-ROM などの媒体は本製品用だけにお使いくださ
い。プログラムをコピーする場合はバックアップ用だけにしてください。プログラムをその
ままの形で、あるいは変更を加えて第三者に販売することは固く禁じられています。

本書には著作権によって保護される内容が含まれています。本書の内容の一部または全部を著作
者の許諾なしに複製、改変、および翻訳することは、著作権法下での許可事項を除き、禁止され
ています。

Confidential computer software. Valid license from HP required for possession, use or copying. 
Consistent with FAR 12.211 and 12.212, Commercial Computer Software, Computer Software 
Documentation, and Technical Data for Commercial Items are licensed to the U.S. 
Government under vendor’s standard commercial license.

登録商標

X Window System は、Massachusetts Institute of Technology の商標です。

MS-DOS および Microsoft は、米国における Microsoft Corporation の登録商標です。

OSF/Motif は、米国ならびに他の国における Open Software Foundation, Inc. の商標です。

Intel® および Itanium® は、米国ならびにその他の国における Intel® Corporation またはその
子会社の登録商標です。

原典

本書は、『Event Monitoring Service Version A.04.10 Release Notes (HP-UX 11i v2 September 
2004)』(HP Part No. B7609-90029) を翻訳したものです。

Web 上のマニュアル

HP-UX 関連のマニュアルは、次の Web サイトから入手できます。

http://docs.hp.com ( 英語 )
http://docs.hp.com/ja ( 日本語 )
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
はじめに
はじめに
Event Monitoring Service (EMS) (B7609BA) A.04.10 は、HP-UX 11i v2 オペレーティング
システムが稼働している Itanium® 2 ベースのプラットフォームおよび PA-RISC プラット
フォーム用にリリースされます。

EMS を 1 つ以上の EMS モニターと共に使うと、さまざまなシステムリソースを監視すること
ができます。 EMS 製品には、フレームワークと汎用モニターが含まれています。 EMS によるシ
ステムリソース監視は、監視要求を使って設定することができます。 監視要求では、システムリ
ソースのイベントに関する通知が、いつ、どのように送られてくるようにするかを定義します。 
EMS を使用すると、単一点障害によってアプリケーションが使用できなくなる前に警告を発す
ることで、ハイアベイラビリティ環境をさらに強化することができます。

EMS のフレームワークに登録されたモニターは、自動的に検出され、EMS インタフェースに表
示されます。 すべてのモニターには、EMS ディクショナリファイルが付属しており、このファ
イルは、/etc/opt/resmon/dictionaryディレクトリにあります。

Event Monitoring Service (B7609BA) のバージョン A.04.10 には、メディア、ラインセンス、
およびマニュアルが含まれます。
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
このバージョンの概要
このバージョンの概要
HP-UX 11i v2 オペレーティングシステム用の EMS バージョン A.04.10 は、PA-RISC および
Itanium® 2 ベースのプラットフォーム上で動作します。 このバージョンでは、以下の点が変更
されています。

• レジストラ、EMS クライアント、およびモニター API (libresmon) は、IPv6 アドレスを
使っている IPv6 対応のシステムでも動作します。

• 64 ビットの EMS ネイティブのライブラリが利用できます。

• EMS ライブラリは、既存の PA-RISC ベースのモニターが Aries Emulator を介して動作する
ように、HP-UX 11i v2 Intel® ベース アーキテクチャシステム用の PA-RISC バイナリも出
荷されます。

EMS には、以下の構成要素があります。

• EMS フレームワーク - EMS フレームワークは、 EMS モニターの検出、構成、および通知機
能を提供します。 EMS から積極的にポーリングするか、イベントメッセージを待つかは、モ
ニターによって決まります。 フレームワークは、構成した監視要求のしきい値と取得した値
を比較します。 値が一致した場合、フレームワークは要求されたプロトコルを使って指定さ
れたソースに通知を送ります。

• EMS グラフィカルユーザーインタフェース (GUI) - System Administration Manager 
(SAM) の [Resource Management] アイコンで、EMS インタフェースを起動できます。 
EMS グラフィカルユーザーインタフェース (GUI) を使うと、監視要求の作成、修正および
削除を行うことができます。 また、システム上で EMS によって検出された使用可能なリ
ソースのリストや現在構成されているすべての監視要求のリストを表示することができま
す。

• EMS コマンド行インタフェース (CLI) - HP-UX のコマンド行プロンプトでemscliに適切な
オプションを指定して入力することで、EMS コマンド行インタフェースが起動できます。 
emscliコマンド行ユーティリティを使うと、監視要求の作成、修正および削除を行うこと
ができます。  また、システム上で EMS によって検出された使用可能なリソースのリストや
現在構成されているすべての監視要求のリストを表示することができます。 ヘルプ機能
emscli -h を使うと、emscliでサポートされる各種のオプションの使用方法を表示できま
す。 emscliでサポートされるコマンド行オプションの詳細は、emscli(1M) のマンページを
参照してください。

• Management Information Base (MIB) Monitors - EMS フレームワークには、以下の
Management Information Base (MIB) Monitors があります。 
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
このバージョンの概要
— HA Cluster Monitor は、Serviceguard のクラスタ、ノード、パッケージ、およびサービ
スのステータスをチェックします。

— HA Netowork Interface Monitor は、LAN インタフェースのステータスをレポートしま
す。

— HA System Resource Monitor は、ユーザー数、システム負荷、およびファイルシステム
の容量をチェックします。

• reslsおよび resdata EMS ユーティリティ

EMS は、HP OpenView、Serviceguard など、SNMP トラップ、TCP、UDP のプロトコル
メッセージを受信できるすべてのソフトウェアと共に使用できます。

ユーザーは、EMS Developer's Kit を使って独自のモニターを作成することができます。 英語版
のマニュアルとソフトウェアは、http://software.hp.comの Web サイトから無償でダウン
ロードすることができます。 [High Availability] を選択した後に、[Event Monitoring 
Service Developer's Kit] を選択します。

Serviceguard の EMS リソース フェイルオーバー基準の構成

以前のバージョンの Serviceguard では、SAM の [Package Configuration] サブ領域を使って、
EMS リソースのパッケージフェイルオーバー基準を構成することができました。 HP-UX 11i v2
用の Serviceguard バージョン A.11.15.00 以降では SAM の [Package Configuration] サブ領域
がサポートされなくなったため、EMS リソースのパッケージフェイルオーバー基準を構成する
ための別の手順が用意されています。 この別手順については、HP-UX 11i v2 用の

『Serviceguard A.11.15.00 リリースノート』(http://docs.hp.com/ja/hpuxha.html) を参照してく
ださい。

Bastille との相互作用

EMS は、SNMP MIB を照会したり SNMP トラップ通知を送信するために、SNMP デーモン
(snmpd) を必要とします。 インストール時のセキュリティレベルを選択すると、SNMP デーモン
(snmpd) がシャットダウンされます。したがって、インストール時のセキュリティレベルがシス
テムに構成されている場合は、SNMP MIB 関連の照会や SNMP トラップ通知が失敗します。 
snmpdを手動で無効にしたり、HP-UX Bastille のようなツールを使って無効にすると、同じよ
うな状況になります。
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
このバージョンの概要
HP-UX Bastille を対話形式で使ってシステムのセキュリティを強化したい場合、EMS を正常に
動作させるためには、SNMP デーモンサービスが無効になっていないことを確認してください。 
または、インストール時のセキュリティレベルを使った後、snmp デーモンと関連 snmp サブ
エージェント、mib2agt、hp_unixagt、trapdestagt および ipv6agtを手動で起動すること
もできます ( システムが IPv6 をサポートしている場合 )。

追加情報

ハイアベイラビリティ製品についてのオンラインユーザーガイドとホワイトペーパーの英語版
は、当社の Web サイトの HP-UX Documentation のページで入手できます。

http://docs.hp.com/hpux/ha/index.html
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
既知の問題と回避策
既知の問題と回避策
Event Monitoring Service バージョン A.04.10 で現在確認されている問題点と回避策は以下のと
おりです。

JAGae27135

問題点 : EMS 起動スクリプトを手動で使って EMS の起動、停止を行うと (/sbin/init.d/ems 
startと /sbin/init.d/ems stop)、EMS の永続的要求が失われる。

回避策 : システムでの EMS の起動、停止には、EMS 起動スクリプトを使わないでください。
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
互換性に関する情報とインストールのための要件
監視対象の各ノードに EMS をインストールしてください。 管理ステーションを監視する場合は、
管理ステーションにも EMS をインストールする必要があります。

HP-UX リリースとの互換性

ソフトウェア要件

Serviceguard のライセンスを取得し、EMS を使ってリソースをパッケージのフェイルオーバー
基準として構成する場合は、互換性のあるバージョンの Serviceguard をインストールしなけれ
ばなりません。

表 1-1 EMS ハードウェアと HP-UX との互換性

EMS バージョン 互換 HP-UX リリース 互換ハードウェア

EMS A.02.00 HP-UX 11.00 HP 9000 サーバー

EMS A.03.00、
A.03.00.01、
A.03.10、
A.03.20

HP-UX 11.00 HP 9000 サーバー

EMS A.03.20.01 HP-UX 11i v1 HP 9000 サーバー

EMS A.03.40 HP-UX 11i v1.6 HP Integrity サーバー

EMS A.04.00 HP-UX 11i v1 HP 9000 サーバー

EMS A.04.00.01 HP-UX 11i v2 HP Integrity サーバー

EMS A.04.00.02 HP-UX 11i v1 HP 9000 サーバー

EMS A.04.10 HP-UX 11i v2 
September 2004

HP Integrity サーバー、HP 9000 サーバー
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
表 1-2 EMS と Serviceguard の互換性

EMS バージョン HP-UX リリース Serviceguard バージョン

A.02.00 HP-UX 11.00 MC/ServiceGuard A.11.01、A.11.03

HP-UX 11.00 MC/LockManager A.11.01、A.11.02、
A.11.03

A.03.00、A.03.00.01、
A.03.10、A.03.20

HP-UX 11.00 MC/ServiceGuard A.11.04 以降

MC/LockManager A.11.04 以降

ServiceGuard OPS Edition A.11.08 以降

A.03.20.01 HP-UX 11i v1 MC/ServiceGuard A.11.09

MC/LockManager A.11.06

Serviceguard OPS Edition A.11.08 以降

A.03.40 HP-UX 11i v1.6 MC/ServiceGuard A.11.14.01

Serviceguard Extension for RAC ( 旧称
Serviceguard OPS Edition) A.11.14.01

A.04.00 HP-UX 11i v1 Serviceguard A.11.15.00

Serviceguard Extension for RAC ( 旧称
Serviceguard OPS Edition) A.11.15.00

A.04.00.01 HP-UX 11i v2 Serviceguard A.11.15.00

Serviceguard Extension for RAC ( 旧称
Serviceguard OPS Edition) A.11.15.00

A.04.00.02 HP-UX 11i v1 Serviceguard A.11.15.00

Serviceguard Extension for RAC ( 旧称
Serviceguard OPS Edition) A.11.15.00

A.04.10 HP-UX 11i v2 
(HP-UX 11i v2 
September 2004 を含
む )

Serviceguard A.11.16.00

Serviceguard Extension for RAC ( 旧称
Serviceguard OPS Edition) A.11.16.00
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
HP OpenView を使う場合の要件

EMS イベントを表示するためには、HP OpenView ITO または NNM アプリケーションにテン
プレートを構成しなければなりません。 構成するには、http://software.hp.comの Web サイ
トから最新のテンプレートをダウンロードします。 [High Availability] を選択した後に、
[Event Monitoring Service Developer's Kit] を選択します。 テンプレートは、Developer's 
Kit のページにリストされています。 テンプレートと一緒に説明が用意されています。

ハードウェア要件

EMS バージョン A.04.10 は、HP-UX 11i v2 が稼働している PA-RISC および Itanium® 2 ベー
スのサーバープラットフォームで動作します。

ディスク要件

システムに EMS をインストールするには、約 8MB のディスクスペースが必要です。

以下の EMS ログファイル用に、/etc/optディレクトリに 4 MB のディスクスペースが必要で
す。

• api.log

• registrar.log

• client.log

• emsagent.log

• api.log.old

• registrar.log.old

• client.log.old

• emsagent.log.old

監視データをアーカイブするためには、reslog.html と reslog.old.html用に 2MB のディス
クスペースがさらに必要です。 6MB の監視ディスクスペースの他に、EMS モニターのロギング
用に、追加のディスクスペースを確保する必要があります。

メモリー要件

システムで EMS を実行するには、約 3MB のメモリースペースが必要です。
第 1 章 11



EMSバージョン A.04.10リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
EMS のインストール

EMS はローカルシステムのリソースだけをチェックします。 EMS は、現在の環境で使用されて
いるすべてのシステムにインストールして構成したときに最も効果を発揮します。 

監視対象の各ノードに EMS をインストールしてください。 EMS は、マルチユーザーモードで動
作しているシステムにインストールすることができます。

注記 更新されたモニターには、ユーザーからの監視要求の意味が変わるような新しい
ステータス値が含まれている場合があります。 モニターを更新する際には、以下
の作業を実施してください。

• EMS バンドルの最新の更新情報をチェックして新しいモニターと互換性があ
るかどうかを確認する。

• 既存の監視要求が現在も効力を持っており、新しいモニターに対しても有効
であることを確認する。

EMS バンドル ( 製品番号 B7609BA) バージョン A.04.10 には、次のファイルセットが含まれて
います。

表 1-3 EMS 製品ファイルセット

ファイルセット 説明

EMS-Core.EMS-CORE EMS フレームワークを含む。

EMS-Core.EMS-CORE-COM EMS フレームワークのマンページとカタログ、構成ス
クリプト、起動スクリプト、ライブラリ、および EMS
エージェントが含まれる。

EMS-Core.EMS-MX Servicecontrol Manager に統合するための EMS ツール
定義を提供する。

EMS-Config.EMS-GUI EMS 用の SAM のインタフェースを提供する。 このファ
イルセットでは、コマンド行ユーティリティ emscli も
提供されます。 詳細は、emscli(1M)のマンページを参
照してください。

EMS-Config.EMS-GUI-COM EMS 用の SAM インタフェースを提供し、EMS GUI の
ヘルプファイルも含まれる。
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
swinstall コマンドまたは SAM のソフトウェア管理ツールを使うことで、EMS をインストール
することができます。

多数のシステムがある場合は、1 つの場所からネットワーク経由でインストールする方が簡単な
場合があります。 1ヶ所からネットワーク経由でインストールする手順は、以下のとおりです。

1.『Software Distributor 管理者ガイド』に記載されている説明に従って、ネットワークデポを
作成します。

2. rloginまたは telnetを使って、EMS をインストールするリモートホストにログインしま
す。

3. デポから EMS をインストールします。

モニターを更新したり、既存のモニターの上にモニターを再インストールしても、要求は保持さ
れます。 これは永続的クライアントによって提供される機能の 1 つです。 

EMS をインストールする際に、インストール処理によってファイル /etc/services、
/etc/inittab、または /etc/inetd.confが変更されることがあります。 ファイルが変更され
る場合、変更前のファイルのコピーが /etc ディレクトリに保存されます。 例を次に示します。

• /etc/inittabが、/etc/ems_inittab.old にコピーされます。

• /etc/services が、/etc/services.oldにコピーされます。

• /etc/inetd.confが、/etc/inetd.conf.oldにコピーされます。

EMS-MIBMon クラスタ、ネットワークインタフェース、およびシステ
ムリソース用の MIB (Management Information Base) 
Monitors を提供する。

表 1-3 EMS 製品ファイルセット ( 続き )

ファイルセット 説明
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互換性に関する情報とインストールのための要件
EMS の削除

EMS を削除するには、swremoveユーティリティ、または SAM の Software Management ツー
ルを使います。 モニターは永続的に実行されます。 つまり、モニターが停止したときには、必ず
自動的に再起動されます。 このため、ログファイルに次の警告メッセージが記録されることがあ
ります。

Could not shut down process.

また、次のエラーメッセージが表示されます。

File /etc/opt/resmon/lbin/p_client could not be removed.

これらの警告が表示されたとしても、モニターは削除されて、不要なファイルは再起動時にすべ
て削除されます。

注意 EMS を削除するときには、ログファイルもすべて削除されます。 EMS のログ
ファイルを保存したい場合は、EMS を削除する前に名前を変更するか、保存して
おいてださい。
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EMS および EMS HA Monitors のパッチ方針
EMS および EMS HA Monitors のパッチ方針

EMS はリリースおよびパッチとして提供されます。 EMS のパッチには High Availability (HA) 
Monitors のパッチも含まれています。 EMS では、PHSS_ のつくパッチ番号を使います。

新しいリリースは、既知の問題に対するパッチだけでなく、EMS および EMS HA Monitors の
新しい機能を含んでいます。 EMS および EMS HA Monitors の新しいリリースでは、次の内容
が保証されます。

• リリースされる前に、全面的なリリーステストが実施される。

• 以前のリリースに対するすべてのパッチが統合されている。

新しいリリースは、以前のリリースに対するパッチストリームとして提供されます。

新しいリリースに対するパッチの作成は、個々の OS バージョンで、EMS および EMS HA 
Monitors の新しいバージョンが提供されるまで継続されます。 新しいバージョンがリリースされ
た後で以前のリリースで見つかった不具合に対する修正を適用するためには、サポートされてい
る新しいバージョンにアップグレードする必要があります。

リリースに対するパッチは、ユーザーが発見した業務上重大な問題に対する対処として発行され
ます。 パッチでは、次の内容が保証されます。

• パッチを公開する前に、そのパッチに関するリリーステストが実施される。

• 以前からある機能は、修正なしでそのまま動作する。

• 以前のパッチでのすべての修正が統合されている。
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EMSバージョン A.04.10リリースノート
EMS および EMS HA Monitors のパッチ方針
EMS および EMS HA Monitors の HP-UX リリースとの互換性

次の表は、サポートされている各々の EMS および EMS HA Monitros のバージョンで、HP-UX
のどのリリースを使えばよいかを示しています。 各オペレーティングシステムでの EMS および
EMS HA Monitors の最新リリースに対してのみ、パッチの作成が継続されます。

表 1-4 EMS および EMS HA Monitors の HP-UX リリースとの互換性

EMS / HA Monitors
リリース

サポート状況 互換性のある HP-UX
リリース

A.02.00 パッチの新規作成は終了 11.00

A.03.00.xx パッチの新規作成は終了 11.00

A.03.01 パッチの新規作成は終了 11.00

A.03.02 パッチの新規作成は終了 11.00

A.03.10 パッチの新規作成は終了 11.00

A.03.20 現行リリース 11.00

A.03.20.01 パッチの新規作成は終了 11i v1 (B.11.11)

A.04.00 パッチの新規作成は終了 11i v1 (B.11.11)

A.04.00.02 現行リリース 11i v1 (B.11.11)

A.03.40 現行リリース 11i v1.6 (B.11.22)

A.04.00.01 パッチの新規作成は終了 11i v2 (B.11.23)

A.04.10 現行リリース 11i v2 (B.11.23)
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このバージョンでの修正点

必要なパッチと推奨パッチ

EMS A.03.20.01、A.03.40 および A.04.00.01 の内容は、A.04.10 リリースに組み込まれました。

修正された不具合と変更点

EMS バージョン A.04.10 では、以下の不具合が修正されました。

JAGaf19567

問題 : ブートフェーズの間に永続的要求を登録しようとすると、永続ファイルの内容が削除され
る。

対応 : リブート後のシステム上での永続クライアントの動作状況をチェックするために、クライ
アント API is_ems_ready()が追加されました。 永続クライアントは、要求を登録、登録解除、
変更する前に、この API を呼び出します。

JAGae94047

問題 : emscli(1M)コマンドに -g オプションを指定すると、テキストログおよび syslog 通知オ
プション用の不正なスクリプトが生成される。

対応 : スクリプトを正しく生成するように、emscli(1M) コマンドが修正されました。

JAGae94058

問題 : emscli(1M)コマンドが、列挙されたリソースインスタンスのデフォルトのしきい値を設
定しない。

対応 : 列挙されたリソースインスタンスのデフォルトのしきい値を設定し、要求を登録するよう
に、emscli(1M) コマンドが修正されました。

JAGae82761

問題 : リソースタイプ RM_FLOAT64_TYPEの EMS 通知は、syslog と SNMP/OPC では異なる
フォーマットで報告される。

対応 : リソースタイプ RM_FLOAT64_TYPEの SNMP/OPC 通知および syslog 通知を 10 進表記で
表示するように、EMS の処理が修正されました。
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JAGaf03176

問題 : EMS が SAM -> Resource Management 機能領域から呼び出されたときに、EMS がコア
ダンプを生成し、エラーメッセージ、sh: 21998 Memory fault が表示される。

対応 : EMS を SAM -> Resource Management機能領域から呼び出したときに、EMS が正常に動
作するようになりました。
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各言語でのソフトウェア使用の可否
EMS バージョン A.04.10 では、各国語のサポートを行っていません。 ただし、B7609BA の製品
の下記のオプションに応じて、各国語のドキュメントが提供されます。

• ABA: 英語

• ABJ: 日本語
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製品に用意されているドキュメント
EMS バージョン A.04.10 には、次のドキュメントがあります。

• 『Event Monitoring Service ユーザーズガイド』

このドキュメントは、http://docs.hp.com/ja/hpuxha.htmlから入手できます。
第 1 章20
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